
 

 

記者発表資料 

九州国立博物館からメディアの皆様へ取材のお願い 令和８年１月８日 

特別展「平戸モノ語り―松浦
ま つ ら

静山
せ い ざ ん

と熈
ひろむ

の情熱―」 
記者内覧会のご案内 

記 
 

記者内覧会終了後、１階研修室にて当館レストラン 
「太宰府 いい乃じ」による特別展コラボレーション 
メニューのうち「ヒラメ漬け丼御膳」を試食いただ
けます。 
試食をご希望の方は、別紙「取材連絡票｣に○を付
けてご提出してください。 

記者発表会の様子を公開しています。 

特別展の概要はこちらをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当館では、松浦史料博物館開館７０周年記念・九州国立博物館開館２０周年記念特別展 

「平戸モノ語り―松浦静山と熈の情熱―」を、令和 8 年 1 月 20 日（火）～令和 8 年 3 月 15

日(日)まで開催します。 

江戸時代、平戸藩主であった松浦家。9 代藩主の松浦 清（号は静山）と 10 代藩主の熈の親

子がいました。二人とも「キャラが濃い」けれど、性格は正反対！本展はこの親子にスポットを

当てて、二人が集め、守り伝えた「モノ」から、静山と熈が注いだ情熱とその背景に迫ります。

「鑑賞するだけ」ではない、「モノ」の裏側にある人の想いを感じていただく本展は、当館の開館

２０周年の取組の締めくくりにふさわしい特別展です！ 

また、当館の特別展では初めての取組として、高校生以下の観覧料を無料としています。 

さらに本展の物販では、特定非営利活動法人セルプセンター福岡と連携し、障がいのある

方々が本展をモチーフに制作した「まごころ製品」を販売します。詳細は別紙１をご覧ください。 

本展覧会の記者内覧会を下記のとおり開催しますので、ご出席賜りますようお願いします。 
 
ご出席に際しては、別紙２「取材連絡票｣に必要事項をご記入のうえ、１月 16 日（金）までに九

州国立博物館広報課宛にメール（kouhou@kyuhaku.jp ）または FAX（092-929-

3276(不通の場合は 092-929-3980)）にて送付ください。 

 

 
 

 

 

 

 

  

松浦史料博物館開館７０周年記念・九州国立博物館開館２０周年記念 

日時 令和８年１月 19日(月) 10時 00分から（受付は９時 30分から） 

会場 九州国立博物館 １階研修室（太宰府市石坂 4-7-2） 

出席者 九州国立博物館長 富田 淳（とみた じゅん） 

九州国立博物館 文化財課 主任研究員 松浦 晃佑（まつうら こうすけ）※本展主担当 

内容 主催者あいさつ、展覧会概要説明、質疑応答（12時に展示室閉室） 

 [左上]三勇像(部分・松浦静山) 内藤業昌筆 佐藤一斎賛／画 江戸時代・天保 10年（1839） 賛 江戸時代・天保 11年（1840） [右上]松浦熈像(狩衣寿像)（部分） 井手利恭筆 松浦熈賛 江戸時代・天保 4年（1833） 

 

【本件に関するお問い合わせ】九州国立博物館 広報課 花谷（はなたに） 
TEL：０９２-９２９-３２７２  FAX：０９２-９２９-３２７６ MAIL：kouhou@kyuhaku.jp 

いずれも 

長崎・松浦史料博物館所蔵 


